
広報しょうわ　Dec. 20257

昭和村統合小中学校推進協議会
ともに学び、ともに育つ学び舎づくり
▶問合せ　教育委員会学校教育係　☎２４－５１２０

　学校施設は、基本理念・学校目標の具現化を目指せる機能をもった施設とします。
　児童生徒・教職員が、学年を超えての交流や連携が図れる空間を考慮するなど、義務教育学校のよさや特
性を十分に生かすことができる施設にするとともに、地域コミュニティの中核として、住民との協働・利活
用の活性化が図れる施設を目指します。
　▶健やかな学習、生活空間、柔軟で創造的な学習の実現
　▶安全、安心を確保
　▶地域や社会と連携・協働し、ともに創造する共創空間の実現
　▶既存施設の活用　▶環境に配慮した設計

設備整備の方針　　　　　　　

　建設候補地は、村の現状や将来性を考慮し、地域の教育環境の改善と効率性を重視しながら検討します。
　▶関連法規の準拠（候補地の面積等）
　▶安全性　▶教育環境　▶利便性　▶地域との近接性
　▶用地取得が比較的容易で建設、運営コストが抑えられるか
　▶村づくりの視点

建設候補地選定基準　　　　　
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　建設候補地は「設備整備の方針」と「候補地選定基準」を判断の基準としました。
　各委員が考えた建設候補地を出し合い「施設設備の方針」と「候補地選定基準」に照らしながら、協議を重ね、
共通の視点や根拠を持って候補地を徐々に絞っていきます。

建設候補地のスタート地点

　今までどおり、議会全員協議会へ報告、広報への掲載、村ホームページへ随時掲載していきます。また、建設候補
地の絞り込み段階で住民説明会を開催し、皆さまのご意見を伺い参考にしていくことで、よりよい提案ができる
ようにしていきます。その他、アンケート調査の実施については、協議会で必要性などについて十分話し合って判
断をしていきます。

住民の方への周知            

　11月６日、総合教育会議で、統合小中学校の学校制度を「義務教育学校」とすることを村長に報告しました。
これを受け、11月18日に開催した第７回推進協議会では「建物・建設候補地」について協議を開始しました。
保護者、住民の皆さまのご理解を得られるよう丁寧で透明性のある進め方で候補地案等の協議を進めていく
ことを委員相互で確認し合いました。

建物・建設候補地の協議を開始

校舎開設にかかるスケジュール（目安）
　令和７年～８年　基本構想策定（候補地決定）
　令和９年～10年　基本設計・実施設計策定
　令和11年～12年　学校建設工事
　令和13年　　　　 開校を目指します

協議会の詳細は特設バナーから
　推進協議会の詳細について、下記の二次元
コードまたは特設バナーからご覧ください。

▲特設バナー（イメージ図） ▲村ホームページ


